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国立研究開発法人水産研究・教育機構とマルハニチロ株式会社の 

クロマグロの育種改良に係わる協働について 

 

 

国立研究開発法人水産研究・教育機構（理事長 宮原 正典、以下「機構」）とマルハニチ

ロ株式会社（代表取締役社長 池見 賢、以下「マルハニチロ」）は、令和 3年 3月 29日（月）

に完全養殖クロマグロの育種改良のための基盤・応用技術の開発に関する協働について基本

合意をしました。 

 

１．目的 

 本合意は、機構及びマルハニチロの連携協力を推進し、相互の研究開発能力、施設・設備

並びに人材を活かして総合力を発揮することにより、人工種苗を用いたクロマグロ養殖の体

質強化と持続的発展に資する育種技術開発を行うことを目的としています。 

 

２．連携内容 

 機構及びマルハニチロは、相互の研究開発能力及び人材並びに共同利用システム等を活か

して必要な共同研究を実施し、次にあげる連携協力を推進します。 

（１）育種改良のための完全養殖クロマグロの交配・親魚養成技術の開発 

（２）交配第１世代からの後代系統の作出とその実用化に向けた技術開発 

（３）その他、本合意の目的を達成するために機構及びマルハニチロが必要と認める事項 

 

３．背景 

 機構の長崎と奄美大島の研究拠点において、国内唯一のクロマグロ親魚用陸上水槽や広大

な野外飼育施設を用いて、完全養殖クロマグロに係わる開発基盤研究を行っています。特に、

人為環境制御による採卵技術の開発や全ゲノム情報を解明する等、我が国におけるクロマグ

ロの育種分野では研究をリードしています。 

一方、マルハニチロは 2010年、完全養殖クロマグロの生産に民間企業として初めて成功し、

2015年から本格的商業出荷を開始しました。また、養殖におけるブリ、カンパチをはじめク

ロマグロの生産性向上をめざし、2020年には（株）マルハニチロ養殖技術開発センターを設

立し、養殖魚の育種、種苗生産技術の向上に取り組んでいます。 

本合意の下、機構とマルハニチロは今後、互いの知見、設備等を活用しながら具体的な共

同研究を実施し、優良な性質を持つ親魚の育種の実現性を加速させ、クロマグロ人工種苗の

開発を推進していきます。 

プレスリリース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      以 上     

 

 

 

お問い合わせ先： 

  

国立研究開発法人水産研究・教育機構 

経営企画部 広報課長 山田 東也 

 TEL: 045-277-0136 E-mail: fra-pr@ml.affrc.go.jp 

 

マルハニチロ株式会社 

 コーポレートコミュニケーション部 コミュニケーション課 

 TEL: 03-6833-0826 E-mail: koho@maruha-nichiro.co.jp 

 

 

（株）マルハニチロ養殖技術開発センター  

（住所：鹿児島県南さつま市） 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所（本所） 

および 国内唯一のクロマグロ親魚用陸上水槽（右） 

（住所：長崎県長崎市） 
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